別紙様式
平成２３年度当初予算　　　支出科目　款：教育費　　　項：教育総務費　　　目：教育指導費
	事業名:定時制・通信制チャレンジ事業費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　
　　　　　　　　　　教育委員会　学校支援課　定通担当　電話番号：058-272-1111（内3699　）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　E-mail：c17782@pref.gifu.lg.jp
	事業費


　要求額：300千円（前年度予算額：832千円）

	事業内容


	１　事業の内容


定時制・通信制課程では、様々な入学動機や学習歴を持つ者が学んでいることを踏まえ、多様なニーズに対応した定時制・通信制課程の改善・充実に資する実践研究を行う。
（１）「学びの再チャレンジ」の環境づくり
    教育相談研修の一層の充実、特別支援体制の構築と展開、広報活動の充実
（２）人との関わり方を考えさせる表現活動等の充実
    学校設定科目の充実、総合的な学習の時間の充実、特別活動の充実
	２　所要経費


事業費300千円
	これまでの取組と成果


	１　長期構想上の位置付け


Ⅴ　ふるさと岐阜県を未来につなぐ人づくり

　３　将来の夢や目標の持てる子どもを育てる

将来に夢や目標の持てない児童生徒の割合の高さが課題となる中で、基礎的な知識の習得と同時に、知識・技能の活用力を育成し、個性と能力を伸ばす取組みを進め、自ら考え行動する力を育てる。
	２　これまでの取組状況


定時制・通信制チャレンジ事業を通して、「生徒一人ひとりの学びの再チャレンジに対応できる個別の指導計画作成・充実と、人との関わり方を考えさせる表現活動の充実」を図った。

	３　これまでの取組に対する評価


　・職員対象のスクールカウンセラーによる講演や臨床心理士による生徒・保護者のカウンセリング、ｅラーニングについての研究、すぐれた表現活動を実施している県外高等学校の視察等を実施。近年増加している不登校経験者や発達障がいの問題を抱えた生徒等への適切な対応方法について、より有効な対応がとれるようになった。
　・劇団員を講師として招き、学校設定科目「文学鑑賞」の中で継続的に実技指導を受

け、トレーニングを行い、その成果を文化祭で発表する等の活動を行った結果、生徒のコミュニケーション能力や社会性の向上が見られた。
	決定額の考え方


	要求額の財源内訳（単位：千円）


	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫
支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財　産収　入
	寄付金
	その他
	県　債
	一　般
財　源

	前年度
予算額
	832
	832
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0

	要求額
	300
	300
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0

	決定額
	
	
	
	
	
	
	
	
	


